










要旨:川崎病において脳血管炎の有無を検討するため、single photon emission computed

tomography  (SPECT)を川崎病 21 名に施行した。21 名中 6 名(29%)に急性期一過性局所脳

血流低下を認めた。この一因として脳血管炎以外に免疫ダロプリン療法による血液粘度上

昇の可能性を考えて川崎病 8 名(SPECT 異常 3 名、SPECT 正常 5 名)、川崎病以外 5 名で免

疫グロプリン療法前後で血液粘度を測定した。川崎病以外 5名では有意に血液粘度は上昇

した。川崎病では SPECT 異常の有無に関わらず一定の傾向は見られなかった。この要因と

してヘマトクリットの低下や低アルプミン血症を考えた。一過性脳血流低下については長

期にわたる社会性、行動面を含めたきめ細かい発達フォローを必要である。


